
一般質問は60分の持ち時間の中で、質問と答弁のやり取りが繰り返されます。掲載してい
る内容は質問議員がまとめたものです。

観
光
事
業
の
振
興
を
図
れ

質
問  
観
光
の
推
進
の
た
め
に
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
か
ら
、
人
材
の
育
成
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
、
育
成
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁  

平
成
23
年
度
と
24
年
度
に
開
催

し
た「
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」

の
受
講
生
に
よ
り
設
立
し
た
「
阿
賀
野

市
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
の
会
」
が
、
昨

年
6
月
か
ら
活
動
を
始
め
て
い
る
。
現

在
、
16
人
の
会
員
が
、
昨
年
度
に
ま

ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
を
4
回
開
催
し
、
ツ

ア
ー
の
参
加
者
に
阿
賀
野
市
の
観
光
の

魅
力
を
お
伝
え
し
た
。
今
後
は
、
徐
々

に
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
阿
賀
野
市
を
訪

れ
る
お
客
様
に
各
地
域
の
魅
力
を
伝
え

ら
れ
る
よ
う
、
事
業
の
拡
充
に
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

質
問  

観
光
地
と
し
て
の
整
備
に
つ
い

て
、
観
光
施
設
、
案
内
看
板
の
一
層
の

充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁  

観
光
振
興
の
た
め
の
情
報
の
発

信
と
案
内
、
ま
た
特
産
品
販
売
な
ど
情

報
提
供
目
的
の
拠
点
と
し
て
の
観
光
施

設
や
観
光
地
等
へ
誘
導
す
る
案
内
看
板

は
、
誘
客
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
な

も
の
で
あ
り
、
観
光
地
の
「
顔
」
と
も

言
え
る
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て
い

る
。
瓢
湖
周
辺
に
は
観
光
物
産
館
的
機

能
を
持
つ
施
設
が
ぜ
ひ
必
要
。「
瓢
湖

憩
の
家
」
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
整
備

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
案
内
看
板
に

つ
い
て
も
、
目
的
地
ま
で
安
心
し
て
到

着
で
き
る
、
分
か
り
や
す
く
き
め
細
か

な
誘
導
が
必
要
。
迷
い
や
す
い
箇
所
を

点
検
し
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問  

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
推

進
の
た
め
、
広
域
で
の
観
光
圏
形
成
に

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う

が
。

答
弁  

国
の
観
光
圏
の
認
定
を
受
け
る

た
め
に
は
、
第
一
に
近
隣
自
治
体
と
の

協
議
が
必
要
。
新
発
田
地
域
振
興
局
管

内
自
治
体
や
、
阿
賀
、
五
泉
地
域
か
ら

な
る
阿
賀
野
川
ラ
イ
ン
観
光
協
会
の
構

成
団
体
と
連
携
し
、
本
地
域
の
広
域
観

光
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

4
月
の
暴
風
被
災
者
の
救
済

対
策
は
ど
う
す
る

質
問  

4
月
6
日
・
7
日
の
暴
風
に
よ

る
農
業
施
設
へ
の
被
害
状
況
は
、
育

苗
ハ
ウ
ス
等
の
一
部
破
損
は
１
８
６

棟
（
内
全
壊
25
棟
）、
農
作
業
場
の
屋

根
な
ど
の
破
損
12
棟
で
、
想
定
被
害
額

１
８
２
４
万
円
と
の
こ
と
。

　

被
害
農
家
へ
の
救
済
支
援
策
は
ど
う

し
た
の
か
を
伺
う
。

答
弁  

県
農
林
水
産
業
総
合
振
興
資
金

の
借
り
入
れ
を
お
願
い
し
、
利
子
補
給

で
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
の
と

こ
ろ
申
し
込
み
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

意
見  

農
家
の
希
望
、
意
見
を
聞
か
ず

に
対
策
を
取
っ
て
も
、
申
込
み
ゼ
ロ
で

あ
れ
ば
何
も
な
ら
な
い
。

　

新
発
田
市
や
新
潟
市
の
よ
う
に
、
補

助
事
業
を
素
早
く
実
施
し
て
こ
そ
農
家

の
た
め
に
な
る
。
心
の
通
じ
た
救
済
事

業
で
、
そ
れ
が
再
生
産
の
た
め
に
な
る
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
る
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
を
含
む
発
生
土
に
つ
い
て

質
問  

大
室
浄
水
場
に
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
含
む
発
生

土
が
１
２
１
０
ト
ン
と
大
量
に
保
管
さ

れ
て
い
る
。

　

当
市
の
よ
う
に
、
阿
賀
野
川
を
水
源

と
し
て
い
る
市
町
が
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

を
含
む
発
生
土
に
困
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
関
係
団
体
と
連
携
を
取
っ
て
、
早

期
に
処
分
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
べ
き

で
あ
る
が
ど
う
か
。

答
弁  

地
元
自
治
会
か
ら
も
早
期
の
搬

出
の
要
望
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
保
管

場
所
の
確
保
や
、
東
京
電
力
か
ら
の
引

き
取
り
の
見
通
し
も
な
い
こ
と
か
ら
、

関
係
水
道
事
業
体
と
協
議
・
連
携
し
な

が
ら
、
早
期
の
搬
出
に
む
け
て
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

給
食
食
材
の
放
射
線
量
検
査

に
つ
い
て

質
問  

内
部
被
曝
の
恐
ろ
し
さ
は
多
く

の
研
究
者
や
技
術
者
が
言
っ
て
い
る
。
給

食
の
放
射
線
量
測
定
の
実
態
は
ど
う
か
。

測
定
下
限
値
を
厳
し
く
し
て
安
心
の
ア

ピ
ー
ル
を
し
て
は
ど
う
か
。
検
査
の
回

数
や
基
準
は
２
核
種
合
計
25
ベ
ク
レ
ル

を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
現
状
は
。
独
自

の
検
査
体
制
を
も
つ
意
思
は
な
い
か
。

答
弁  

簡
易
検
査
で
現
在
ま
で
46
回
、

92
品
目
を
実
施
。
下
限
値
を
超
え
て
い

な
い
。
各
20
ベ
ク
レ
ル
合
計
40
ベ
ク
レ

ル
で
検
査
を
し
て
い
る
。
今
の
ま
ま
継

続
す
る
。

公
園
の
遊
具
な
ど
設
置
状
況

に
つ
い
て

質
問  

子
ど
も
た
ち
は
、
体
を
使
っ
て

遊
び
体
感
し
経
験
す
る
こ
と
で
成
長
す

る
。
市
内
の
公
園
は
遊
具
が
少
な
い
。

外
で
遊
ぶ
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
た
と

嘆
く
声
も
聞
く
が
、
環
境
整
備
は
大
人

の
責
任
。
現
状
は
。

答
弁  

市
内
の
公
園
は
、
遊
具
設
置
後

年
月
を
経
て
い
る
も
の
が
多
く
、
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
。
市
内
の
主
な
都
市

公
園
12
カ
所
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
コ
ス
ト
縮
減

の
観
点
か
ら

延
命
化
、
撤

去
、
入
替
え

な
ど
自
治
会

と
協
議
し
た

い
。

質
問  

天
長

山
公
園
の
充

実
を
検
討
し
て
は

答
弁  
天
長
山
公
園
は
、
県
の
文
化
財

指
定
を
受
け
て
お
り
、
遊
具
の
設
置
は

現
状
で
は
非
常
に
厳
し
い
。

従
軍
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て

質
問  

日
本
維
新
の
会
代
表
橋
下
大
阪

市
長
が
、「
日
本
軍
の
慰
安
婦
制
度
は

必
要
だ
っ
た
。」
と
発
言
し
、
国
内
外

か
ら
抗
議
と
非
難
の
声
が
上
が
っ
た
。

河
野
談
話
で
日
本
軍
に
よ
る
強
制
性
と

国
の
関
与
を
認
め
、
村
山
談
話
で
植
民

地
支
配
と
侵
略
を
謝
罪
し
た
。
そ
れ
ら

を
否
定
す
る
橋
下
発
言
は
、
苦
難
を
強

い
ら
れ
た
被
害
者
の
尊
厳
を
更
に
傷
つ

け
、
す
べ
て
の
女
性
の
人
権
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
も
の
で
許
せ
な
い
。
世
界

か
ら
信
頼
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
。
市

長
の
見
解
は
。

答
弁  

橋
下
氏
が
公
党
の
代
表
だ
っ
た

た
め
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

　

病
後
児
保
育
、子
育
て
支
援
に
つ
い
て

日本共産党 山田　早苗

吊
り
天
井
の
落
下
防
止
対
策
を

質
問  

学
校
施
設
は
子
ど
も
た
ち
が
学

び
生
活
す
る
場
で
あ
り
、
避
難
所
と
も

な
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
学

校
で
、
屋
内
運
動
場
の
吊
り
天
井
（
非
構

造
部
材
）
が
落
下
し
、
高
所
か
ら
の
落
下

物
の
防
止
策
の
重
要
性
も
認
識
さ
れ
た
。

　

当
市
の
社
会
教
育
施
設
の
体
育
館
等

も
含
め
、
落
下
防
止
対
策
を
早
急
に
す

す
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁  

昨
年
、
学
校
施
設
の
非
構
造
部

材
は
点
検
を
実
施
し
た
。
吊
り
天
井
の

あ
る
分
田
小
は
今
年
度
撤
去
予
定
で
、

保
田
小
、
赤
坂
小
、
山
手
小
、
安
田
中

は
来
年
度
以
降
に
撤
去
す
る
計
画
。

　

吊
り
天
井
が
あ
る
水
原
総
合
体
育
館

は
、
構
造
体
と
非
構
造
体
の
耐
震
化
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

特
養
ホ
ー
ム
増
設
で
待
機
者

の
解
消
を

質
問  

市
の
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
（
Ｈ

 

24
年
度
〜
26
年
度
）
で
は
、
特

養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
が
多
い
が
整
備
計

画
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　
「
介
護
の
た
め
職
場
を
辞
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」、「
病
院
や
施
設
の
た
ら

い
回
し
で
介

護
難
民
」、

「
老
老
介
護

で
共
倒
れ
」

な
ど
の
深
刻

な
状
況
が
進

ん
で
い
る
。

待
機
者
の
解

消
計
画
を
つ
く
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
私

が
以
前
提
案
し
た
、
廃
校
を
利
用
し
た

整
備
は
、「
国
民
年
金
で
も
入
れ
る
特

養
ホ
ー
ム
を
」
と
願
う
市
民
に
応
え
、

地
域
の
過
疎
化
を
防
ぎ
、
整
備
費
も
減

ら
せ
る
。
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁  

次
期
６
期
計
画
の
早
々
（
Ｈ
27

年
度
）
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
で
き
る
よ

う
に
、
準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
。
入

所
待
機
者
数
（
入
所
申
込
者
数
）
は

４
５
９
人
。
そ
の
う
ち
在
宅
で
、
す
ぐ

入
所
希
望
者
が
１
７
０
人
、
そ
の
う
ち

要
介
護
３
以
上
の
方
は
１
１
３
人
。

　

整
備
計
画
は
、
単
身
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
状

況
を
踏
ま
え
、適
正
規
模
の
検
討
を
行
い
、

今
秋
を
目
途
に
計
画
変
更
し
た
い
。

　

廃
校
利
用
の
施
設
整
備
も
、
一
つ
の

選
択
肢
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

　

 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
市
長
の
見
解
に
つ

い
て

阿賀野クラブ 山崎　正春

日本共産党 宮脇　雅夫

公明党 村上　清彦

大室浄水場に保管されている発生土


